
アーメダバードカイトフェスティバル参加調整業務 仕様書 
 
 
１ 業務の名称 
アーメダバードカイトフェスティバル参加調整業務 
 
２ 業務の目的 
インド共和国グジャラート州アーメダバードにおいて開催されるアーメダバードカイトフェスティバルに浜松市が参加し、浜松まつ
りで使用されている凧を用いた凧揚げを行うことにより、浜松市及び浜松まつりの魅力を海外に発信するとともに、浜松市の
知名度向上及び国際交流の促進を図ることを目的とする。 
 
３ 業務の期間 
契約締結日から令和９年２月 28 日まで 
 
４ 業務内容 
受託者は、アーメダバードカイトフェスティバルへの参加に必要な諸手配及び現地での運営支援等を行うものとする。 
※参加登録については、委託者にて行う。 
 
（１）凧の輸送、通関及び保管 
  浜松まつり会館にて保管されている６帖凧１枚及び４帖凧１枚について、同会館からアーメダバードカイトフェスティバ

ル会場・Sabarmati Riverfront（Riverfront Event Ground／Vallabh Sadan 周辺）までの輸送を行うこと。 
  日本からインドまでの輸送は船便を使用すること。 
  輸送に当たっては、凧の形状、材質等を十分考慮し、破損、汚損、紛失等を防止するため、適切な梱包、積載及び

輸送を行うこと。 
  浜松まつり会館からの搬出、国内輸送、輸出入通関、海上輸送、インド国内での輸送、会場等への搬入その他輸送

に必要な一連の手続きを行うこと。 
  輸送及び通関に伴い発生する関税、輸出入手数料、通関手数料、保管料、港湾関係費用その他必要な費用は、

受託者の負担とする。 
  令和９年１月 13 日に現地で荷解きを実施できるよう、輸送期間、通関期間等を十分考慮し、余裕をもって輸送を

開始すること。 
  アーメダバードカイトフェスティバル会場又はその近傍において、凧の荷解きを安全に実施できる場所を確保すること。必

要に応じて、アーメダバードカイトフェスティバル主催者等との調整を行うこと。 
  荷解きに際して、荷解きに必要な工具若しくは人員を手配しておくこと。 
  荷解き後からカイトフェスティバル終了時まで、凧を安全に保管できる場所を確保すること。保管場所は、盗難、紛失、

雨水その他による損傷を防止できる環境とすること。 
   凧の輸送及び保管に係る具体的なスケジュールについて、事前に委託者へ報告し、確認を受けること。 
 
（２）カイトフェスティバル終了後の凧の処分等 
  アーメダバードカイトフェスティバル終了後、凧は原則として現地で廃棄するものとする。 

※廃棄にあたっては、インド共和国及びグジャラート州その他関係する現地の法令、規則等を遵守すること。 
  カイトフェスティバル主催者その他関係者から寄贈の要望があった場合は、委託者と協議のうえ、寄贈すること。 
  廃棄、寄贈その他の処分に必要な現地での運搬、手続き等について、必要な対応を行うこと。 
 
 



（３）凧揚げ参加者の航空券、査証及び宿泊先の手配 
  凧揚げに参加する浜松まつり統監部員（以下「参加者」という。）20 名について、日本からアーメダバードまでの往復

航空券を手配すること。 航空券の手配条件は、次のとおりとする。 
 ・ ビジネスクラス １名 
 ・ エコノミークラス 19 名 

・ 詳細な行程は別紙「アーメダバードカイトフェスティバル参加行程表（案）」のとおり。 
  航空券の手配に当たっては、必要な受託手荷物の取扱い、座席指定その他渡航に必要な手続きを行うこと。 
  航空便の欠航、遅延、乗継不能その他の不測の事態が発生した場合、委託者と連携し、代替便の手配その他必要

な対応を行うこと。 
  インド共和国への入国に必要な査証について、必要書類の案内、申請手続の支援・代行、取得状況の確認その他

必要な手続きを行うこと。 
  参加者の現地宿泊先として、ハイアットリージェンシー・アーメダバードを確保すること。 
 ・ １名１室、朝食付き （宿泊税、サービス料その他宿泊に必要な費用を含むものとする。） 
 ・ 宿泊日は別紙行程表のとおり。 
 
（４）現地移動手段の確保 
  アーメダバード及びその近郊における参加者の移動手段として、30 人乗り程度の専用車１台を確保すること。 

（専用車には、参加者のほか、同行する浜松市職員等が同乗する(３名程度)場合がある。） 
 ※車両の利用に必要な運転手、燃料、高速道路料金、駐車料金その他通常必要となる費用を含むものとする 

  参加者 20 名及び同行者(３名程度)並びにスーツケース等の手荷物を考慮し、安全、適切に輸送できる車両を確保
すること。 

  移動の行程は別紙のとおり。 
  車両及び運転手について、現地の法令等に適合し、安全な運行が確保できる体制を整えること。 
 
（５）浜松駅と中部国際空港間の交通手段の確保 
  往路及び復路において、浜松駅周辺と中部国際空港との間の移動手段として、専用バスを手配し、参加者を輸送す

ること。（同行する浜松市職員等が同乗する場合がある。） 
※バスの運行に必要な運転手、燃料、有料道路料金、駐車料金その他通常必要となる費用を含むものとする。 

 
（６）参加者への事前ブリーフィング 
  参加者に対し、渡航先の治安、安全情報、健康・衛生上の留意事項、入国手続、査証、航空機利用、現地での行

動その他渡航に必要な事項について、事前ブリーフィングを実施すること。 
  ブリーフィングは、10 月及び 12 月頃の２回実施することを基本とする。ただし、渡航に必要な最新情報を踏まえ、必

要に応じて追加の情報提供を行うこと。（ブリーフィングに必要な資料は、受託者において準備すること） 
 
（７）現地通訳、ガイド、添乗及び事業記録 
  現地において本事業の実施に必要な通訳(日英)と現地地理、文化、観光、交通その他の現地事情に精通し、参加

者に対して適切な案内・説明を行うことができる現地ガイドを手配すること。通訳、現地ガイドは、アーメダバード国際空
港到着時から同空港出発時まで同行することを基本とする。 

  通訳は、参加者とカイトフェスティバル主催者、現地関係者、ホテル、交通事業者その他関係者との意思疎通を円滑
に行うために必要な通訳を行うこと。 

  通訳と現地ガイドを同一人物が兼務する場合は、両業務の実施に支障がない体制とすること。 
  参加者のサポート及び旅程管理のため、全行程において１名以上のツアーコンダクターを常時同行させること。 



  ツアーコンダクターは、参加者の集合、移動、宿泊、航空便その他行程全般について必要な管理及び支援を行うこと。 
  現地滞在中、事業の実施状況が確認できる記録写真を撮影すること。 
  撮影した写真について、委託者が浜松市の広報、記録その他の目的で使用できるよう、必要な権利処理を行うこと。 
  業務実施後、事業の実施概要、参加状況、凧揚げの実施状況、現地関係者との交流状況、写真その他必要な事

項を記載した報告書を作成すること。 
 
（８）その他の業務 
  渡航スケジュールは現時点での想定案であり、航空便、イベントの開催状況、現地事情その他の事情により変更となる

可能性があるため、受託者は変更に柔軟に対応できる体制を整えること。 
  委託者の都合により、参加人数、日程、行程等を変更する場合、これに伴い発生する変更料等その他の実費につい

ては、委託者と受託者が協議のうえ精算するものとする。ただし、受託者の責めに帰すべき事由により発生した費用に
ついては、受託者の負担とする。 

  渡航の同時期に浜松市において海外出張を予定しており、現地専用車の手配等に係る業務委託を発注する予定で
ある。当該業務と本業務は、日程及び内容に関連性があるため、受託者は、委託者の指示のもと、当該業務の受託
事業者と必要な情報共有及び連携を行うこと。 

  上記の掲げるほか、本業務の目的を達成するため通常必要と認められる渡航等への支援を行うこと。 
 
５ 業務実施上の留意事項 
  受託者は、本業務の実施に当たり、関係する日本及びインド共和国その他関係地域の法令、規則等を遵守すること。 
  受託者は、本業務の実施に必要な関係機関、航空会社、宿泊施設、交通事業者、アーメダバードカイトフェスティバ

ル主催者その他関係者との連絡調整を行うこと。 
  受託者は、本業務の実施に必要な情報を適時委託者に報告し、重要な事項については、事前に委託者の確認を受

けること。 
  受託者の手配上の誤りその他受託者の責めに帰すべき事由により、航空券、宿泊、車両その他の手配に変更又は追

加費用が生じた場合は、受託者の負担により必要な対応を行うこと。 
  参加者の個人情報については、関係法令を遵守し、適切に取り扱うこと。 
 
６ 成果物及び完了報告 
受託者は、業務完了後、次の成果物を委託者に提出すること。 
・ 業務完了報告書 
・ 事業実施状況が確認できる記録写真及び写真データ 
・ その他、委託者が必要と認める資料 
 
７ 特記事項 
  本業務により制作又は取得された成果物、資料、写真及びデータ等に係る著作権その他の権利については、契約書

その他関係法令に定めるところによる。 
  受託者は、委託者が成果物を浜松市の広報、記録、報告その他の目的で利用することについて、第三者の権利を侵

害しないよう必要な措置を講じること。 
 
8 協議 
本仕様書に定めのない事項又は本仕様書の解釈について疑義が生じた場合は、委託者と受託者が協議のうえ決定するも
のとする。 



    別 紙  

アーメダバードカイトフェスティバル参加行程表（案）           
 日付 曜日 時間 内容 

1 
1 月
12 日 

火 

6:15 浜松駅集合・発（バス） 
8:15 中部国際空港 着 

10:20 中部国際空港発（SQ671) 
16:15 シンガポール・チャンギ国際空港着 
18:40 シンガポール・チャンギ国際空港発(SQ504) 
21:50 アーメダバード国際空港着 

  通関後ホテルへ 
23:30 ホテル着 

  ＜アーメダバード泊＞ 

2 
1 月
13 日 

水 

9:00 ホテル発 
10:00 凧保管場所着 
11:00 糸目付作業 
15:00 カイトフェスティバル会場下見 
17:00 ホテル着 

  ＜アーメダバード泊＞ 

3 
1 月
14 日 

木 

8:30 ホテル発 
9:30 カイトフェスティバル会場着 

  カイトフェスティバル参加 
16:00 カイトフェスティバル会場発 
17:00 ホテル着（荷物ピックアップ） 
19:00 ホテル発 
20:00 アーメダバード国際空港着 
23:05 アーメダバード国際空港発(SQ505) 

  ＜機中泊＞ 

4 
1 月
15 日 

金 
7:15 シンガポール・チャンギ国際空港着 

  

5 
1 月
16 日 

土 

01:20 シンガポール・チャンギ国際空港発(SQ672) 
08:30 中部国際空港 着 
10:00 中部国際空港 発（バス） 
12:10 浜松駅着 解散 

  
 


